
緒 言

猫ひっかき病は，猫のひっかき傷や咬傷によるリンパ

節腫大，発熱，丘疹などを来す疾患である．小児から成

人の報告があり，眼症状も結膜結節を生じるoculo-

glandular syndrome of Parinaud ，前眼部炎症，視神

経乳頭炎，限局性網脈絡膜炎と様々な病変が報告 さ

れている．最近 Bartonella henselaeが猫ひっかき病の

原因菌として同定され，その抗体価の測定が可能となっ

た．今回，我々は5例の Bartonella henselae抗体陽性

の猫ひっかき病による眼底病変を経験し，その臨床像に

ついて検討した．
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要 約

目 的：最近 年間に経験した猫ひっかき病 例の臨

床像を検討した．

対象と方法：血清学的に 抗体

価が陽性で猫ひっかき病と診断された 例を対象に，臨

床像，眼底，前眼部病変について比較検討した．

結 果：女性 例，男性 例で，年齢は ～ 歳で

あった．全例血清学的に有意に

抗体価が上昇した．全例眼症状出現前 週間以内に感冒

様症状が出現した．リンパ節腫脹は 例( 歳)のみにみ

られた． 例に視神経網膜炎， 例に乳頭炎があった．

眼に網脈絡膜滲出物があった． 眼に前部ぶどう膜炎が

合併した． 例にステロイド薬の全身投与を必要とし

た．

結 論：猫ひっかき病に伴う眼病変として，視神経網

膜炎，乳頭炎，網脈絡膜滲出物，前部ぶどう膜炎がみら

れた．(日眼会誌 ： ― ， )

キーワード：猫ひっかき病， ，視

神経網膜炎，乳頭炎，網脈絡膜炎
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Abstract

：To describe the clinical characteristics
 

of patients with cat scratch disease during the last

years.

：Clinical characteristics and anterior
 

and posterior segment manifestations were revi-

ewed in five patients who were serologically diag-

nosed as having cat scratch disease.

：Four women and one man were exami-

ned. Their ages ranged from to years. Each
 

patient had a markedly elevated serum anti-

antibody titer. Visual symptoms
 

developed weeks or less after the onset of systemic
 

symptoms.Lymphadenopathy was detected in one of
 

five patients.Neuroretinitis was found in patients,

and papillitis in patient.Seven eyes showed retino-

choroidal exudates.Anterior uveitis was observed in
 

three eyes.Four patients received systemic cortico-

steroids.

：The ocular manifestations of cat
 

scratch disease include neuroretinitis, papillitis,

retinochoroidal exudates, and anterior uveitis.

Nippon Ganka Gakkai Zasshi(J Jpn Ophthalmol Soc

： ― , )
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症 例

対象は，1999年10月から2001年12月に，佐賀医科

大学附属病院眼科を受診した Bartonella henselaeの抗

体価が陽性の猫ひっかき病患者5例である．女性4例，

男性1例，年齢は7，19，49，59，60歳であった(表

1)．リンパ節腫脹は1例(7歳)のみにみられた．全例眼

症状出現前2週間以内に感冒様症状が出現していた．3

例3眼に前部ぶどう膜炎が合併した．5例5眼に視神経

乳頭浮腫，2例2眼に黄斑部の星状斑，2例2眼にびま

ん性黄斑浮腫があった．7眼に網膜あるいは網脈絡膜滲

出物があった．4例にステロイド薬の全身投与を行っ

た．

症例 ：49歳，女性．

主 訴：左眼視力低下．

初 診：2001年1月10日．

現病歴：2000年12月初旬全身倦怠感を自覚し，12月

中旬から左眼視力低下を自覚した．

既往歴・家族歴：特記事項はなし．

生活歴：猫2匹を飼育．猫にひっかかれていた．

初診時眼所見：視力は右眼0.1(1.0×S－3.25D）C

－0.75DAx95°)，左眼0.05(0.2×S－2.75D）C－0.5

DAx115°)であった．左眼の相対的入力瞳孔反射異常

(RAPD)が陽性であった．左眼前房は細胞(2＋)，フレ

ア(1＋)であった．左眼視神経乳頭は発赤腫脹し，網膜

静脈の怒張，網膜出血，乳頭から黄斑部にかけて星状斑

があった(図1A)．右眼の網膜に1か所滲出物があっ

た．フルオレセイン蛍光眼底造影検査では左眼視神経乳

頭から造影剤が著しく漏出し(図1B)，網膜滲出物に一

致して過蛍光像があった．左眼静的視野検査においてマ

リオット盲点の拡大があった．全身のリンパ節腫脹や肝

脾腫はなかった．

Bartonella henselaeの抗体価：IgGが1,024倍，IgM

20倍未満．

経 過：プレドニゾロン(40mg/日から漸減)内服を

開始し，左眼視神経乳頭浮腫，黄斑部の白斑は消失し

た．2001年2月23日の視力は左眼0.08(0.6×S－4.75

D)であった．

症例 ：60歳，女性．

主 訴：右眼視力低下．
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表 1 症例のまとめ

症例1 症例2 症例3 症例4 症例5＊

年齢 49歳 60歳 19歳 7歳 59歳

性別 女性 女性 女性 男性 女性

罹患眼 両眼 右眼 右眼 両眼 両眼

感冒症状 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

リンパ節腫脹 － － － ＋ －

全身症状発症から眼
症状発症までの期間

2週間 1週間 1週間 2週間 2日

初診時視力 右眼 0.1(1.0)

左眼 0.05(0.2)

右眼 0.03(0.1) 右眼 1.0(矯正不能) 右眼 1.2(矯正不能)

左眼 1.2(矯正不能)

右眼 指数弁(矯正不能)

左眼 0.15(1.5)

視野異常 右眼 中心暗点 右眼 マ盲点の拡大 右眼 マ盲点の拡大

耳下側視野狭窄

右眼 鼻側視野狭窄

前部ぶどう膜炎 右眼 －

左眼 細胞(2＋)

右眼 －

左眼 －

右眼 －

左眼 －

右眼 －

左眼 細胞(3＋)

右眼 細胞(2＋)

左眼 －

黄斑部病変 右眼 正常

左眼 星状斑

右眼 浮腫

左眼 正常

右眼 星状斑 右眼 正常

左眼 正常

右眼 浮腫

左眼 正常

視神経乳頭浮腫 右眼 －

左眼 ＋

右眼 ＋

左眼 －

右眼 ＋

左眼 －

右眼 ＋

左眼 －

右眼 ＋

左眼 －

網脈絡膜滲出物 右眼 1個

左眼 1個

右眼 2個

左眼 －

右眼 －

左眼 －

右眼 3個

左眼 5個

右眼 3個

左眼 3個

B. henselaeの抗体価

IgG
 
IgM

1024倍

20倍未満

1024倍以上

80倍

1024倍以上

20倍未満

1024倍以上

20倍未満

512倍

20倍未満

治療 ステロイド薬内服 ステロイド薬内服 － ステロイド薬点滴・内服

エリスロマイシン内服

ステロイドパルス療法

最終視力 右眼 0.1(1.0)

左眼 0.08(0.6)

右眼 0.09(1.0) 右眼 1.2(矯正不能) 右眼 1.2(矯正不能)

左眼 1.2(矯正不能)

右眼 0.1(0.8)

左眼 0.15(1.5)

＊：既報(文献15)
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初 診：2001年1月12日．

現病歴：2001年1月4日感冒様症状が出現し，1月9

日右眼視力低下を自覚した．

既往歴・家族歴：特記事項はなし．

生活歴：猫1匹を飼育．猫にひっかかれた記憶はな

い．

初診時眼所見：視力は右眼0.03(0.1×S－2.75D）C

－1.0DAx80°)，左眼0.15(1.5×S－2.5D)であった．

右眼のRAPDが陽性であった．右眼視神経乳頭発赤腫

脹，黄斑部浮腫がみられ，網脈絡膜滲出物，出血斑が数

か所にあった．フルオレセイン蛍光眼底造影検査では右

眼視神経乳頭から造影剤が漏出し(図1C)，網脈絡膜滲

出物に一致して過蛍光像があった．右眼静的視野検査で

は右眼中心暗点があった．全身のリンパ節腫脹や肝脾腫

はなかった．

Bartonella henselaeの抗体価：IgGが1,024倍，IgM

80倍．

経 過：：プレドニゾロン(40mg/日から漸減)内服

を開始し，右眼視神経乳頭浮腫，黄斑部浮腫は減少し，

2001年5月16日の視力は右眼0.09(1.0×S－3.25D）
C－1.0DAx70°)で，2001年6月22日の右眼静的視野

検査では中心暗点は消失した．

症例 ：19歳，女性．

主 訴：右眼視力低下．

初 診：2001年1月24日．

現病歴：2001年1月5日感冒様症状が出現し，1月

12日から右眼霧視を自覚した．

既往歴・家族歴：特記事項はなし．

生活歴：猫3匹を飼育，猫にひっかかれていた．

初診時眼所見：視力は右眼1.0(矯正不能)，左眼1.0

(矯正不能)であった．右眼視神経乳頭の発赤腫脹，網膜

出血があり，乳頭から黄斑部にかけて星状斑があり(図

1D)，左眼底には異常はなかった．フルオレセイン蛍光

眼底造影検査では腫脹した右眼の視神経乳頭から造影剤

が著しく漏出した(図1E)．右眼Goldmann視野検査で

マリオット盲点の拡大がわずかにあった．全身のリンパ

節腫脹や肝脾腫はなかった．

Bartonella henselaeの抗体価：IgG1,024倍，IgM 20

倍未満．

経 過：視力低下がなかったため，経過を観察した．

右眼視神経乳頭浮腫，星状斑は消失し，6か月後には自

覚症状は消失した．

症例 ：7歳，男性．

主 訴：左眼充血．

現病歴：2001年12月17日発熱．12月19日から左眼

が充血した．

既往歴・家族歴：特記事項はなし．

生活歴：猫1匹を飼育．猫ひっかき傷あり．

初診時眼所見：視力は右眼1.2(矯正不能)，左眼1.2

(矯正不能)であった．左眼には毛様充血があり，前房内

は細胞(3＋)，フレア(3＋)であった．右眼には視神経乳

頭の発赤腫脹，網脈絡膜滲出物，網膜出血，左眼には網

膜静脈の蛇行，網脈絡膜滲出物，網膜出血があった(図

1F～I)．右眼網脈絡膜滲出物3個は，約1乳頭径大の

白色滲出物で，その周囲に網膜浮腫，小滲出斑，点状網

膜出血を伴っていた．左眼には約1乳頭径大の同様な滲

出物を3か所，約0.5乳頭径大の滲出物が2か所にあっ

た．黄斑部は浮腫はなかった．右眼Goldmann視野検

査によって下耳側の視野狭窄があった．2～3mm大の

頸部リンパ節腫脹が数か所にあった．

Bartonella henselaeの抗体価：IgG 1,024倍以上，

IgM 20倍未満．

経 過：プレドニゾロン(40mg/日から漸減)，エリ

スロマイシンの内服を開始し，右眼視神経乳頭浮腫は消

失し，両眼網脈絡膜滲出物は徐々に減少して，一部は瘢

痕化し，視野異常も改善した．

考 按

我々は過去2年間に，Bartonella henselaeの抗体価

が陽性である猫ひっかき病5例を経験し，その臨床像を

比較検討した(表1)全例，その他のぶどう膜炎の鑑別の

ため，全身検索を行った．白血球数上昇，CRP陽性症

例以外に血算，血液生化学検査，尿検査に異常はなかっ

た．胸部X線検査では異常はなかった．トキソプラズ

◀図 1

Ａ：症例2．眼底写真 視神経乳頭は発赤腫脹し，網膜静脈の怒張，網膜出血，乳頭から黄斑部にかけて

星状斑があった．

Ｂ：症例2．フルオレセイン蛍光眼底写真 視神経乳頭から造影剤が著しく漏出した．

Ｃ：症例3．フルオレセイン蛍光眼底写真 視神経乳頭から造影剤が著しく漏出した．

Ｄ：症例4．眼底写真 視神経乳頭の発赤腫脹，網膜出血を認め，乳頭から黄斑部にかけて星状斑があ

った．

Ｅ：症例4．フルオレセイン蛍光眼底写真 腫脹した右眼の視神経乳頭から造影剤の著しい漏出があった．

Ｆ：症例5．眼底写真 右眼視神経乳頭が発赤腫脹した．

Ｇ：症例5．眼底写真 左眼網膜静脈の蛇行があった．

Ｈ：症例5．眼底写真 右眼．約1乳頭径大の網脈絡膜滲出物．周囲に網膜浮腫，小滲出斑を伴っていた．

Ｉ：症例5．眼底写真 左眼．約1乳頭径大の網脈絡膜滲出物があった．
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マ抗体，梅毒血清反応は陰性であった．サイトメガロウ

イルス・ヘルペスなどのウイルス抗体価は陰性であった．

猫ひっかき病の診断に関しては，病原微生物が同定さ

れた現在，病歴，臨床症状，皮内反応およびリンパ節生

検に加えて，Bartonella henselaeを抗原とした免疫抗

体法により，本菌に対する血清抗体価の測定が重要視さ

れている．我々も診断は，①猫との接触歴がある，②

臨床症状，③ Bartonella henselaeの抗体価を免疫蛍光

抗体法(IFA)(国内の検査会社を通じて米国のラボへ検

査を依頼)で測定し，陽性の場合を本症とした．IFAで

は，IgG抗体価が64倍以上，IgM 抗体価が20倍以上

を陽性とするが，IgG抗体価は健常人でも抗体陽性(64

～256倍)がみられるので，単一血清では512倍以上の

抗体上昇を確認する必要がある．草場ら は猫ひっかき

病患者の Bartonella henselae IgG型抗体および IgM 型

抗体を経時的に間接蛍光抗体法で測定し，IgM 型抗体

陽性例における抗体価の経時的変動は様々であったとし

ている．IgM 型は陽性率が低く，9週以降では検出され

なかった．IgG型抗体の経時的変化は病初期から高値を

示すものがあり，既感染例の再感染を反映している可能

性がある．臨床的に猫ひっかき病が疑われる患者では，

経時的な Bartonella henselae抗体の測定が有力な診断

法の一つとなるとしている．今回の5例の中で IgM 抗

体価が上昇した症例は1例のみであった．眼症状が発症

した時点は急性期を経過している可能性がある．今後さ

らに，我々も経時的な抗体価の測定を施行していきた

い．

日本での臨床的な猫ひっかき病の Bartonella hen-

selaeの抗体の陽性率は50～76％で，欧米の抗体陽性率

(80～100％)に比較して低い ．我々も臨床的には猫

ひっかき病が疑われたが，血清抗体価が陰性であった症

例を数例経験している．今後，さらに猫ひっかき病に関

与する Bartonella henselaeの検出が高められることが

期待される．

我々が経験した5例には全例猫との接触があり，4例

に猫にひっかかれた既往があった．全例に感冒様症状が

出現したが，リンパ節腫大があったものは，小児の1例

のみであった．傍乳頭滲出性網膜剥離を伴う視神経乳頭

浮腫が全身的な Bartonella henselaeの感染の初期の一

つのサインであることも報告 されており，我々の症例

も全例眼症状発症前2週間以内に感冒様症状を伴ってい

た．猫ひっかき病は小児に多い疾患といわれているが，

吉田ら の経験した38例の中で，20歳未満の症例は7

例(18.4％)であり，小児から老人までの全年齢層に発症

するとしている．我々の眼症状を発症した5例のうち，

20歳以下の症例は2例であった．発症時期は10月から

1月と秋から冬で，また女性が5名の中で4名を占め

た．猫ひっかき病の発症と季節に関しては，吉田ら も

秋から冬にかけての発症が多いとしている．猫蚤が

Bartonella henselaeの媒介になるとも考えられるため，

夏の猫蚤の繁殖期を経て，秋の子猫の増加とともに増加

すると考えられている．

眼症状に関しては，結膜結節を生じるoculo-glandu-

lar syndrome of Parinaudが有名であったが ，最近

では，視神経網膜炎，網脈絡膜炎の発症が問題となる場

合が多い．Bartonella henselaeの感染によって視神経

網膜炎が発症する頻度は確かではないが，1～2％と考

えられている ．星状斑を黄斑部に含む視神経網膜炎で

あるLeber特発性星状神経網膜炎と診断された患者の

血清を検索した結果，14例中9例に Bartonella hen-

selae抗体が陽性であったと報告 されている．視神経

網膜炎の原因として，Bartonella henselaeによる猫ひ

っかき病の可能性が最も高いことになる．局所または，

多発性の網膜脈絡膜炎を合併する場合，さらに猫ひっか

き病の可能性が高くなるといわれている ．Matsuo

ら は猫ひっかき病症例の網膜内，または網膜下に及ぶ

結節について蛍光眼底像を検討した．我々の5例7眼に

は網脈絡膜滲出物があり，フルオレセイン蛍光眼底造影

検査では網脈絡膜滲出物に一致した過蛍光がみられた．

後極部から周辺部に数か所，散在した白色滲出物があっ

た症例もみられた．

猫ひっかき病の眼病変の発症の機序は不明であるが，

棚成ら は猫ひっかき病でみられた網脈絡膜炎に Bar-

tonella henselaeによる遅延型アレルギー，あるいは菌

体毒素の関与を考えている．今後，猫ひっかき病におけ

る眼病変発症の機序についての解明が望まれる．

治療は，5例中4例にステロイド薬の投与を行った．

抗生物質の投与を行ったものは2例であった．一般的に

猫ひっかき病の治療は，抗菌薬の投与となるが，現在の

ところ抗菌薬の選択に関しては一定の見解がない．ニュ

ーキノロン薬，マクロライド薬，ニューセフェム薬など

が選択される．眼科的には，視神経網膜炎を抑える目的

でステロイド薬の投与が必要となることが多い．我々の

症例のうち1例は，視力低下がなかったため，経過観察

のみ行い自然経過で回復した．その他の4例は，抗菌薬

を使用したのは小児例のみで，視神経網膜炎を抑える目

的でステロイド薬の投与が重要と考えられた．今後，さ

らに検討する必要があると考えられる．

4例目の7歳男子の場合，近医で前部ぶどう膜炎と診

断されていた．前部ぶどう膜炎を合併した左眼には視神

経乳頭浮腫，視野異常がなく，前部ぶどう膜炎がなかっ

た右眼に視野異常がみられた．猫ひっかき病は軽症例を

含めて，自然治癒してしまう症例も多く存在するとも考

えられるが，視野異常が改善しない症例の報告 もあ

る．小児のぶどう膜炎についても猫ひっかき病を念頭に

おきながら，診療する必要があると思われた．
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